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１．要約 

 私たちは、本校の太陽光発電の発電量を見たとき、発電量は何によって決まるのかとい

う疑問を持った。そこでまず、太陽電池に当てる光の強さと電圧の関係について調べた。 

その結果、光の強さと電圧の間に規則性を発見した。発電電圧は光源からの距離の 2乗に

反比例すると仮定し、この規則性を説明しようとした。しかし、この仮説は近距離では成

り立たなかった。 

今回は、仮説が遠距離でしか成り立たない理由と、近距離ではどのようになるのかにつ

いて調べたので報告する。 
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２．研究の背景 

 夏と冬の発電量の違いの原因として、日

照時間や明るさ、太陽高度の差などが考え

られる。今回私たちは、角度と、太陽電池

に発生する電圧（以下、｢発電電圧｣という）

の間の関係を調べることにした。 

 

３．研究内容 

（１）仮説 

 発電電圧は、光源から太陽電池までの距

離の 2乗に反比例するのではなく、 

「発電電圧は光源から太陽電池を見たとき

の角度（図１の a×b）に比例する」という

仮説をたて、研究を行った。 

 

 

 

 

 

図１ 発電電圧は光源から太陽電池を見た

ときの角度 a×bに比例する 

 

（２）仮説の検証 

 太陽電池の縦、横の長さを測り、実寸大

で方眼紙に再現し、光源から見たときのそ

れぞれの角度を測った。その結果が図２で

ある。太陽電池の縦の辺に対する角度 aと、

横の辺に対する角度 bを掛けると、太陽電

池にあたる光の量になると考えたので、そ

の値と実測値が比例するかどうかを調べた。 

 



 

 

 

（３）検証結果 

 検証結果をグラフにしたのが図３である。

グラフの①は、前回の仮定である「距離が

1/2 倍になると、太陽電池の発電電圧は 4

倍になる」に基づくグラフであり、グラフ

の②が今回の仮定「発電電圧は角度(図 1の

a×b）に比例する」 に基づくグラフであ

り、グラフの③が実際に発電電圧を測った

実測値のグラフである。 

 

 
 

４．結論と展望 

前回の仮定よりは実測値に近づいている

が、距離が短くなるにつれて実測値との差

は大きい。 

光が斜めに入射すると、反射の影響で値

が変化するかもしれないので、調べたい。 
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